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PROFILE

R.T さん

留学時の学年

留学先

留学期間

進学先

オーストラリア Indooroopilly State High School

2025年１月～11月（約10か月間）

海外の大学を希望

高校１年生

オーストラリア生活を謳歌する！

学校には日本人もいましたが、ローカルの
生徒と積極的に関わるようにしていました。
どのクラスでもどんどん隣の子に声をかけたり、
部活やボランティアにも参加したりしました。
先生には自分が留学生であることを伝え、
必要なサポートをもらうようにしていました。

留学を通して、将来も多国籍な環境で英語を使って
生活していきたいという自分の思いに気づきました。
留学先で身に着けた英語力を目に見える形にするため、
IELTSという資格を受ける予定です。
進学先は、ヨーロッパの大学や、寮制度や留学制度
のある国際的な国内の大学を検討しています。

前半2タームは語学の習得に努めました。
おもにアジア圏からの留学生とともに
試験合格に向け、切磋琢磨していました。

留学先の学校生活はどうでしたか？

留学前の目標は達成できましたか？

一人で机に向かって勉強するのはもったいないと感じ
たため、なるべく友達と出かけたり、オーストラリアの
ありとあらゆる場所に行ったりしました。
「やりたい！」や「食べたい！」と思ったものには迷わず
挑戦し、チャレンジが怖いときにも成長に繋がると信じ
毎回一歩踏み出すようにしていました。

常にチャレンジし続ける！

留学で得たものを
どんなふうに活かしていきたいですか？

学校の様子

後半2タームはローカルの生徒と一緒に過ごしました。
選択科目（心理学、食と栄養、デザイン、TVフィルム）では
日本の高校では経験できないことを学びました。
日本よりクリエイティブな課題（映画作成、製品開発）や
ディスカッション形式の授業スタイルを通して、
自分の興味分野を知ることができました。

たくさんの仲間と

友
達
と
一
緒
に

学校の様子

ローカルの生徒と


	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5



